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  「Cleaner ’s high」と名付けられた作品では、掃除をしている。生活のなかで日常的な行為に着目し、
そこから始まっている。テヘランでは「ころころ」という日本では馴染みのある粘着テープで埃を取る
清掃用具を用いて、様々な家庭のカーペットを掃除して埃・髪の毛や繊維のくずを集め、それらで再度
カーペットの表面を作ってみせている。同時にころころで掃除を行っている本人や現地の家庭の人々が
写された写真が提示される。この埃・ゴミでできたものとしてのカーペットが作品の全てではない、そ
の過程にあることを岩井が移動させていることに気づくのである。なんでもない日常的な物事を日常の
域を超えて移動させている。 
 展示会場に洗剤がぶら下げられている。岩井は世界各国で製造されている洗剤を集めてきている。そ
れは蛍光色できらめくような人工的な色合いで、原液は強力でそのままでは床や壁の塗装を溶解して剥
がしてしまう程である。大量に集められた洗剤も、過度に行われた清掃も、その場に異変を起こす。 
 「Cleaner’s high－いつか舞台は片付けられる－」と題された作品では、仮設の床面に映像モニター
が仕込まれて水槽内で日常の食器や食物を次から次へと洗う様が見える。靴や書物や生きている鯉まで
も洗剤の泡にまみれている。岩井のパフォーマンスでは自らの髪も洗い，刺身を洗い，更にはその場で
食べる。過剰さがあふれたその瞬間を岩井は“狂れる”という、この場には、可笑しさ、グロテスク、
ユーモア、批評性もあり異質な開放感もある。 
 生の営みを揺さぶって見せている岩井の活動は、1960年代以降の社会変革を求める動きの最中でのア
ンガージュマン（社会参加／拘束）とも繋がる。現在の社会の問題意識を共有し、さらに、“狂れる”と
いう際立ったところまでも進んでいく行動力とビジョンには秀でたものがある。博士としての高い評価
に値する作品と認める。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は、作者の作品制作の背景に潜む現代芸術思想を論述したものである。作者の日常生活での営
みや意識の母体である社会を、グローバル化され過剰な情報のネットワークの網を張り巡らされた循環
構造をもつ巨大な新資本主義社会と捉え、作者はその過剰な日常の中でこれを乗り越えるための身体の
獲得を説き、３つの「ふれる（触れる、振れる、狂れる）」とした多重の意味を持ったこの言語の複層性
の中で捉える手法を提案する。作品はそこに作者自身の身体を触れさるため社会とのコミュニケーショ
ンの手法として実現させるものであり、論文はこれに沿って論述している。 
 ひとつは、作者の巨大化する資本主義社会を「循環する社会」とフレーミングする事で導きだす仕掛
けをあえて設定するという論点は美術家の制作のプロセスから導きだされていて独創的である、「ふれる
（触れる、振れる、狂れる）」としたパフォーマンス手法のリアリティーは、のみによってささやかに社
会に抵抗する表現者の言葉として、作品と共振するものがあり意味深い論述である。 
 文中で「本論文は個人の表現活動を論述するのみに趣意があるのでなく、私たちが暮らす社会を深く
見つめながら、過剰な循環を主体的な営みへと転換するための方法を思考／志向／試行する事が本論文
の目指すところである。」と論述しているように、作者はアートのあり方と役割は社会（現代社会での情
報や商品の過剰な流動性と複雑性の基での現代資本主義社会における循環）との関係の中に成立するも
のであるとした立場をとり、自身の芸術に対する思考態度も明解である。 
 構成としては一章でのディスコミュニケーションと差異の体験を「触れる」事によって論述し、第二
章では自らの異文化でのコミュニケーションでの振幅を作品制作を通じて論述している。 
 第三章では現代社会の日常での過剰性の果てに生起する「循環の彼岸」を考察して論述されている。
作者は最後に「アートは人間と循環の関係性そのものを人間に省察させ、更新させる媒体なのだ」と結
んでいる。 
 論文は各箇所の言語の解釈について粗雑であるとの指摘もあったが、各章を通じて作者の作品制作の
 ために身体を投機して体験した実感によってつづられていて、創作者の実践的試行／思考のプロセスと
しての論文となっており審査員の高い評価を得た。 
 作品はグローバルな現代社会における過剰な情報社会と様々な異文化の現場へ旅をしてそこに身を置
いて、現場の日常に触れ自己の所在を思考する、行者のような行為から作品「On the carpet」、「サラエ
ボルック」などのシリーズとして作品に結晶化している。作品表現は写真、映像、行為の痕跡などの素
材を会場にインスタレーションし、作者の日常での社会に対する「ふれる」行為そのものの表出であり、
作者自身の自問でもある。作品の表現行為は常に社会制度との軋轢との戦いの中に曝されていて、そこ
での作者の制作行為や意思が作品の強さ、スケール、感覚、などの表現力を決定していく、作品はここ
で試されるのでありこれらの作品の完成度については審査員から厳しい意見も聞かれた。しかし、廃棄
物を素材として使用した「Nust」作品やCleaner’s highシリーズ「untitl」などの一連の作品での、会
場の現場を行為によって変容させる作品においては美術の概念や美術での技術的な構成上のエレメント
に頼らず新しい表現手法を試みようとして制作されており、この点では新たな次世代の芸術表現の地平
を切り開く可能性を強く感じられるとして審査員の高い評価を得て学位を授与されるに値する作品であ
ると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
